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レーザー系のマスター方程式 (Fokker-Planck方程式 )の導出の仕方には,Risken の
semiclassicaltheory三)Haakeの microscopictheory2)がある｡レーザーのモデル











J(i)- 〔(蒜 p*+毒 p)(〟-α1+αnlP*p)+4q盲両 耳 〕f(i)
となり Riskenの Fokker-Planck方程式に一致すると主張したが,そこには問題点が1つ
ある｡それは,Haake 自身指摘している通 り,Haake が落とした項の中に Orderestim-
ateでは落とせない物理的でない項が含まれているということである｡このことは, TC形式
























愈TCL(i)iL(i)-芸 (-igAL)nJ dtl･･fn-2din_1<亀 (i)･･亀(tn_1),0.CiL(i)n=1 0 0
であり,対応するTC形式の表式は,
i m( ∞ i _i.., ^Jdi,KTC(t′)p(t一王′)-∑(-igAL)nJ dtl･･･fn~2dtn_1<HiL(i)･･0 n=1 0 0
亀 (tn_1)>pcp(tn_1)












f(i,- 〔(轟p*･怠 p,(k-al(- ｡1(t脚 ,･q(i)百品 〕f(i,
● ′ヽ′
となる｡さらに,長時間極限をとると,
f(i,- 〔(轟p*･勘 ,(K-α1+αnlP*p)賞 品 〕f(i,
′ー′
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